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福
沢
諭
吉
書
簡

 
『福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
(岩
波
書
店

平
成
十
三
～
十
五
年
 
以
下

『書
簡
集
』
と
略
す
)
刊
行
以
後
、
す
な
わ
ち
平
成
十
五
年

一
月
か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
見
出
さ
れ
た
福
沢
諭
吉
書
簡
を
こ
こ
に
載
録
す
る
。
発
信
年
月
日
順
と
し
、
体
裁
は
す
べ
て

『書
簡

集
』
の
形
式
に
従

っ
た
。
主
な
原
則
は
次

の
通
り
で
あ
る
が
、
詳
し
く
は

『書
簡
集
』
第

一
巻
所
収
の
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
書
簡
番
号
は

『書
簡
集
』
の
番
号
を
追
う
も
の
で
あ
る
。

 
凡
 
例

 

一
、
常
用
漢
字
、
人
名
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
字
体
を
用

い
た
が
、
慶
應
義
塾
な
ど
若
干
の
固
有
名
詞
に
は
、
原
文
の
字

 
 
 
体
を
残
し
た
場
合
も
あ
る
。

 
二
、
異
体
字
、
俗
字
、
或

い
は
書
き
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、
正
体
に
直
し
た
。

 
三
、
仮
名
つ
か
い
は
、
原
則
と
し
て
原
文

の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
ひ
ら
仮
名

・
か
た
仮
名
の
判
別
が

つ
か
な

い
文
字
は
、
か

 
 
 
た
仮
名
字
体
で
表
記
し
た
。

 
四
、
変
体
仮
名
は
ひ
ら
仮
名

に
改
め
た
が
、
助
詞
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
次
の
文
字
は
、
原
文
の
字
形
を
残
し
、
小
活
字
右
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五

、

六

、
十 九 八 七

、   、   、   、

寄
せ
で
印
刷
し
た
。 

は

(
宅

)、
て

(
而

)
、
え

(
に

)

原
本
が
確
認
で
き
な
い
書
簡
の
場
合
も
、
漢
字
の
字
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る

「者
」
「而
」
「
江
」
が
助
詞
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
右
の
字
体
を
用
い
た
。

濁
点

・
半
濁
点
は
原
文

の
ま
ま
と
し
た
。

合
字
は
、
使
用
頻
度

の
高
い
6

(よ
り
)、

〆

(し
め
)
は
原
文
の
字
形
を
残
し
た
。
頻
度
の
低
い
件

は
ト
キ
、
任
は
ト

モ
、
「

は
コ
ト
と
表
記
し
た
。

原
本
で
は
句
読
点
は
ほ
と
ん
ど
打
た
れ
て
い
な
い
が
、
編
者
の
判
断
に
よ
り
適
宜
こ
れ
を
補

っ
た
。

発
信
年
月
日
が
推
定
で
し
か
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
は
、
「
カ
」
を
付
し
た
。

本
文

の
後
に

【 
】
を
付
し
て
書
簡
の
大
意
を
示
し
た
。

封
筒
に
関
す
る
事
項
は
、
書
簡
の
理
解
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
も
の
の
み
に
限

っ
た
。
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二
五
六
五

板

垣

退

助

明
治
十
年

一
月

四
日

福沢諭吉関係新資料紹介

改

年

之

御

慶

目
出

度

申

納

候

。

愈

御

清

安

被

成

御

座

奉

拝

賀

。

陳

ハ
昨

年

十

一
月

初

よ

り

一
ヶ
月

之

筆

を

労

し

、

分
権

論
壱

冊

出

来

申

候

。

出

版

ハ
当

時

少

ミ
さ

し

支

可

申

哉

二
付

、

暫

く

見

合

、

専

ら

写

本

之

積

二
而
筆

耕

申

付

、
則

出

来

候

問

、
壱

冊

拝

呈

仕

候

。

御

一
覧

被
成

下
候

ハ

・
、

本

懐

之

至

二
御

座

候

。

願

く

ハ
御

手

許

二
御

都

合

出

来

候

ハ

・
、

写
本

御

申

付

可

相
成

丈

ヶ
世

上

二
流

布

い
た

し
度

、
御

周

旋

奉

願

候

。

右

要

用

申

上

度

。

早

ミ
頓

首

。

 
 

 

一
月

四

日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福

沢

諭

吉

 
 

 
 

 

板

垣

先

生

侍

史

【
『分
権
論
』

の
写
本
を
贈
り
、
世
上

に
流
布

さ
せ
る
た
め
協
力
を
求

め
る
】
 

 
 

 

 

 

 

[封
筒
表

]
板

垣
退
助

様
 
福
沢
諭
吉

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

[封
筒
裏

]
封

○
板
垣
退
助
は
、
こ

の
頃
東
京

に
滞
在

し
て

い
た
。
○

「
昨
年
十

一
月
初
よ
り

一
ケ
月
之
筆

を
労

し
」

は
、
福
沢

が
明
治
九
年

十

一
月
初

め
か
ら

一
ヵ
月
を
か
け

て

『
分
権
論
』

(明
治
十
年
十

一
月
刊
)
を
執
筆
し
た

こ
と
を
指
す
。
○

「出
版

ハ
当
時
少

ζ
さ
し

支

可
申
哉

二
付
、
暫
く
見
合
、

専

ら
写
本
…
…
」
と
あ
る
の
は
、
こ

の
本

が
内
務
省

の
出
版
許
可
を
得

る
こ
と
が
困
難
で
は
な

い
か
と
考
え

、
当
面

「
写
本
」

で
流
布
さ
せ

る

つ

も
り

で
あ

る
と

い
う
意
味
。
○
本
書

簡
に
対

す
る
板
垣

の
礼
状
は
、

『福
沢
諭
吉
全
集
』

(岩
波
書
店

 
昭
和

四
十

四
年

～
四
十
六
年

 
以
下

『全

集
』

と
略
す

)
第

二
十

一
巻

に
収
録

さ
れ

て
い
る
。

『全
集

』
は
、
板
垣
書
簡

の
発
信
年
を

「明
治
十
年

?
」

と
推
定

し

て
い
る
が

、
本

書
簡

の

出
現
に
よ

っ
て

「明
治
十
年
」

で
あ

る
こ
と

が
確
実

に
な

っ
た
。
寺

崎
修

「板

垣
退
助
宛
書
簡
」
『
福
沢
手

帖
』
鵬
。
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二
五
六
六

橋

本

塩

巌

明
治
十

一
年

一
月

三
日

280

奉
賀
新
年
。
皆
様
御
清
安
被
成
御
超
歳
、
目
出
度
御
義
奉
存
候
。
随
而
私
方
家
内

一
同
無
異
加
年
仕
候
。
乍
偉
御
放
念
可
被
下
候
。

平
日

ハ
誠

二
申
訳
も
無
之
、
御
無
音
罷
過
不
本
意
之
至
、
実

ハ
内
外
多
事

二
取
紛
、
乍
存
右
之
次
第
御
海
容
奉
願
候
。
手
島
春
司

君
も
御
盛
、
此
節

ハ
医
学
二
志
し
て
如
何
と
の
御
相
談
、
私

ハ
如
何

こ
も
御
尤
ト
御
同
意
仕
候
。
必
御
相
談
も
可
有
御
座
、
尚
御

賢
慮
可
被
成
候
。
中
上
川
彦
次
郎
も
三
ヶ
年
余
英
国
留
学
、
昨
十
二
月
廿
六
日
無
事
帰
着
仕
、
随
分
所
得
も
有
之
様
被
覚
候
。
高

谷
竜
洲
先
生

ハ
府
下
宕
下
御
住
居
、
時

ミ
御
来
訪
御
話
相
伺
候
義

二
御
座
候
。
他
郷

二
在
て
ハ
遠
き
親
戚

二
而
も
、
自
か
ら
近
き

朋
友
よ
り
も
親
し
き
気
味
有
之
候
。
右
年
始
御
祝
義
兼

而
御
無
沙
汰
之
御
詫
肇
申
上
度
、
早

ミ
如
此
御
座
候
。
乍
偉
叔
母
様
始
お

つ
ね
に
も
宜
敷
御
致
声
奉
願
候
。
頓
首
。

 
 
 

一
月
三
日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

福

沢

諭

吉

 
 
 
 
 

橋

本

塩

巌

様
 
侍
史

【新
年
の
挨
拶
を
述
べ
、
手
島
春
司
、
中
上
川
彦
次
郎
、
高
谷
竜
洲
ら
中
津
出
身
者
の
近
況
を
告
げ
る
】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[封
筒
表
]
豊
前
国
中
津
仲
間
町
 
橋
本
塩
巌
先
生
 
 
[封
筒
裏
]
封
 
東
京
三
田
 
福
沢
諭
吉
出

○
名
宛
人
の
橋
本
塩
巌
は
、
母
じ
ゅ
ん

(順
)
の
妹
し
よ
り

(志
従
)
の
夫
で
福
沢
諭
吉
の
叔
父
に
あ
た
る
。
『書
簡
集
』
第
二
巻
四=三
注
。
『豊

前
人
物
志
』
(山
崎
有
信
著
作
兼
発
行
 
昭
和
十
三
年
)
に
よ
れ
ば
、
「長
身
緒
顔
頗
る
威
容
」
で
人
柄
は

「謹
厳
剛
直
」
、
学
問
的
に
は

「詩
賦

文
章
」
は

「末
技
」
で
あ
る
と
考
え
、
「窮
経
譜
史
」
を
重
ん
じ

「実
用
」
を
も
っ
て
主
と
な
し
た
と
い
う
。
明
治
十
五
年
、
⊥ハ
十
七
歳
で
没
。

○
発
信
年
は
、
文
中
に
中
上
川
彦
次
郎
が

「昨
十
二
月
」
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
国
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
十

一
年
と
判
明
す
る
。

○
手
島
春
司
は
物
斎
の
息
子
。
物
斎
や
塩
巌
に
つ
い
て
学
び
、
慶
応
三

(
一
八
六
七
)
年
に
は
亡
父
を
継
い
で
儒
者
と
し
て
中
津
藩
に
召
し
抱
え

ら
れ
た
。
明
治
五
年

一
月
に
慶
應
義
塾
に
入
学
し
、
七
年
四
月
卒
業
、
明
治
九
年
二
月
に
は
中
津
市
学
校
の
教
員
と
な
り
、
十
年
十
月
ま
で
勤
め



て
い
る
。
こ
の
書
簡

で
は
医
学
を
志
し

て
い
る
と
あ

る
が
、
十

一
年

一
月
に
千
葉
師
範
学
校

へ
就
職
し
た
。
千
葉
中
学
校

の
教
員
も
兼
務

し
て
、

二
十
年
ま
で
勤

め
る
。
○
中
上
川
彦
次
郎
は
、

『書
簡
集

』
第

二
巻

「
ひ
と
」
。
○
高
谷
竜
洲

は
文
政
元

(
一
八

一
八
)
年
生
ま

れ
。
旧
中
津
藩
士

で
福
沢

の
母

の
再
従
兄
弟

に
あ
た
り
、
ま
た
帆

足
万
里

の
門
下
生

で
父
百
助
と
も
交

友
関
係
が
あ

っ
た
。

「漢
学

に
於
て
は
深
く
経
義

に
通

じ
て

文
章

に
名
あ
る
人
物
」

(「
福
沢
全
集
緒
言
」

『全

集
』
第

一
巻

七
頁
)

で
あ
る
。
○

「
府
下
宕
下
」
は
高
谷

の
塾

済
美

嚢

の
あ

っ
た
愛
宕
下

の
こ

と
。
○

「
叔
母
様
」
は
橋
本
し
よ
り
。

「
お

つ
ね
」
は
福
沢

の
長
姉
小
田
部
礼
の
長
女

。
『
書
簡
集
』
第

一
巻
系

図

〈
福

沢

の
親
族

〉。
○
西

沢
直

子

「
諭
吉
の
叔
父

・
橋
本
塩
巌
宛
書
簡
」
『
福
沢
手
帖
』

鵬
。

一一五
六
七

よ
し
 
も
と
 
れ
ん
 

ご

好

本

錬

五

明
治
十

二
年

八
月
十

四
日

寸
楮
拝
呈
。
時
下
愈
御
清
安
奉
敬
賀
候
。
却
説
、
過
日
を
貴
著
東
邦
論
御
脱
稿
之
由

二
而
、
御
送
附
二
相
成
り
正
落
掌
。
御
承
知

之
通
り
、
真

二
多
忙
寸
暇
を
得
ず
、
何
れ
緩
り
と
拝
見
致
候
上
、
詳
細
御
返
答
可
致
、
先
を
不
取
敢
此
段
得
御
意
置
候
也
。

 
 
 

十
二
年
八
月
十
四
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 福
 
沢
 
諭
 
吉
拝

福沢諭吉関係新資料紹介

 
 

 
 
 

好

本

錬

五
 

様

【原
稿

の
受
領
を
伝
え
、

い
ず
れ
詳
し
く
返
答
す

る
と
述

べ
る
】

○
好
本
錬
五
は
熊
本
出
身
。
明
治

八
年

四
月

に
、

二
十

二
歳

八

ヵ
月
で
入
塾
。
『
慶
應
義
塾
勤
惰
表
』

で
は
八
年

十
二
月
ま

で
の
在
籍
を
確

認
出

来
る
。
明
治

二
十
年

三
月

調
査

「慶
應
義
塾
維
持
金
収

入
表

」

の
入
金
者
欄
に
名

が
見
え

る
。
○

「東
邦
論
」
は
未
詳
。
○
本
書
簡

は
代
筆

で
あ

る
。
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二
五
六
八

森

有

礼

明
治
十
二
年
八
月

二
十

八
日

282

本

日

ハ
御

案

内

被

下

難

有

奉

存

候

、
然

ハ
先

日
之

御

来

書

中

グ

ラ

ン
ト

君

に
拙

者

之

書

云

々
貴

意

二
従

ひ

寄

贈

仕
度

之

処

、

何

れ

之

書

ト

心

当

も
無

御

座

候

二
付

寧

ロ
年

来

之

著

訳

書

】
篇

と

存

し

則

一
筐

二
納

メ
先

つ
御

手

許

迄

さ
し

出

置

、
後

刻

拝

趨

之

節

可

然

御

取
計

相

願

度

奉
存

候

、

此
段

引

用

而

巳

申

上

度

何

れ

も

後

刻

拝

面

之

時

二
謝

し
候

。

頓

首

。

 

 

 

八

月

廿

八

日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福

 

沢

 

 

 
 

 

森

先

生

 

侍

史

【求

め
に
応

じ
て
、
来
日
中

の
米
国
前
大
統
領

グ
ラ
ン
ト

に
寄
贈
す
る
著
訳
書
を
筐

に
納

め
て
届
け

る
こ
と
を
伝
え
る
】

○
森

有
礼
は

『書
簡
集

』
第

一
巻
書
簡

一六
〇
注
。
森
は

こ
の
こ
ろ
外
務
大
輔

。
グ

ラ
ン
ト
を
賓

客
と
し

て
接
遇
す
る
立
場

に
あ

っ
た
。
○

「
グ
ラ

ン
ト
君
」

は
、
米
国
第
十
八
代
大
統
領

U

・
S

・
グ
ラ
ン
ト

(O
「雪
戸
¢
言

。。①
。・
。。
冒

甥
o
コ
)
。
政
界
引
退
後
、
家
族
で
世
界
漫
遊
の
旅

に
出
か
け
、

日
本

に
は
明
治
十

二
年

七
月
三
日
か
ら
九
月
三
日
ま

で
滞
在
し
た
。
○

「年

来
之
著
訳
書
」

は
不
明
。

『民
情

一
新
』
は
明
治
十

二
年
八
月

の
刊

行
と
さ
れ
て

い
る
が
、
実
際

に
は
九
月
に
ず
れ
こ
み
、
こ
の
時
点

で
は
刊
行

さ
れ
て

い
な

い
。
○

「
引
用
而
已
」
は
、
用
件

の
み
と

い
う
意
。

○

本
書
簡
は
、
『
新
修
森
有
礼
全
集
』
別
巻

2

(文
泉
堂
書
店
 
平
成
十
六
年
)

に
よ

る
。

二
五
六
九

小 ・

山婁

正寒

武存

明
治
十

五
年
十

二
月

二
十

五
日

月
迫
益
御
清
適
奉
拝
賀
候
。
陳
宅
来
ル
廿
八
日
忘
年
会
勇
、
久
ぐ
振
に
て
御
同
席
致
し
度
、

御
繰
合
、
同
日
午
後
五
時
弊
宅

へ
御
来
臨
相
願
度
、
此
段
御
案
内
ま
て
申
上
候
也
。

歳
末
御
用
繁
に
も
可
有
御
座
候
得
共
、



 

 
 

十

二
月

廿

五

日

福

 

 
 

 
 

小

山

正

武

様

尚

以

、

本
文

之

儀

、
若

御

差

支

御

座

候

ハ

・
明

日

欺

明

後

廿

七

日

朝

ま

て
、

御

一
報

奉

願

候

。

以

上

。

【忘

年
会

へ
の
招
待

】 
 
 

 
 

 
 

[封
筒

表
]
四

ツ
谷
新
堀
町
 
四

ツ
谷
小
学
校
前
 
小
山
正
武
様
 
[封
筒
裏
]

○

小
山
正
武

は
明
治
十

八
年

六
月
、
幼
稚
舎
入
社

の
小
山
十

万
洲

の
父
。

元
桑
名
藩

士
。
○
発
信
年

の
記
載
を
欠
く
が
、

十
五
年
と
判
明
す

る
。
ま

た

『書
簡
集
』
第
三
巻
書
簡
六
九
五
、
六
九
六
と
ほ
ぼ
同
文

で
あ

る
。
○
本
文
、
封
筒
と
も

に
代
筆
。

沢
 
諭
 
吉

封
 
福
沢
諭
吉

切
手
の
消
印
か
ら
明
治

二
五
七
〇

佐 さ

藤≒

敏芒

郎h

明
治
十
六
年

ヵ
二
月
五

日

福沢諭吉関係新資料紹介

久
ミ
御
無
音

い
た
し
、
御
来
書
之
都
度
御
返
詞
も
不
致
、
失
敬
御
免
可
被
下
候
。
去
年
九
月
写
真
壱
葉
拝
呈
致
し
候
。
老
顔
御

一

笑
可
被
下
候
。
近
来
ハ
新
聞
紙
等
之
事

二
付
、
別
而
忙
し
く
閉
口
い
た
し
候
。
塾
も
相
替
儀
無
之
、
生
徒

ハ
日
ミ
増
加
、
目
下
内

外
五
百
余
名
之
数

二
御
座
候
。
春
喧

二
も
相
成
候

ハ
・
些
御
出
京
奉
待
候
。
右
要
用
而
已
申
上
度
、
早
ミ
頓
首
。

 
 
 

二
月
五
日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

諭

吉

 
 
 
 
 

佐

藤

敏

郎
 
君

【御
無
音
を
詫
び
、
写
真
を
贈
る
】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[封
筒
表
]
羽
後
国
由
利
郡
矢
島
町
 
佐
藤
敏
郎
殿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[封
筒
裏
]
東
京
三
田
 
福
沢
諭
吉
出

○
佐
藤
敏
郎
は
、
秋
田
県
由
利
郡
矢
島
町
の
人
。
嘉
永
六

(
一
八
五
三
)
年
、
矢
島
藩
重
臣
の
家
に
生
れ
藩
校
日
新
堂
で
学
ぶ
。
戊
辰
戦
争
に
従

軍
転
戦
し
、
帰
還
後
に
矢
島
学
校
を
設
立
、
後
進
の
指
導
に
当
た
る
。
そ
の
後
上
京
し
、
明
治
十
二
年

一
月
入
塾
。
十
三
年
よ
り
、
秋
田
県
会
議

員
、
同
副
議
長
、
秋
田
県
議
事
課
長
、
同
文
書
課
長
、
地
方
財
政
課
長
な
ど
を
歴
任
し
、
二
十
三
年
の
第

一
回
総
選
挙
に
出
馬
し
て
当
選
。
二
十

283



三
年
十

一
月

に
築
地
寿
美

屋
で
行
わ
れ
た
義
塾
同
窓
議
員

の
懇
親
会

に
は
出
席
し

て
い
る

(『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
上
巻
七
九

四
頁
 

昭
和
三
十

三
年
)
。
し
か

し
、
第

二
回
総
選
挙
以
降
は
出
馬
せ
ず
、
教
育

・
林
業

・
果
樹
栽
培

・
養
蚕

な
ど
に
従
事
す
る
と
同
時

に
、
矢
島

町
会
議

員
を
務

め
た
。
福
沢

の

「明
治

十
年
以
降

の
知
友
名
簿
」

(
『全
集
』
第
十
九

巻
)

で
は
十

二
年
末

あ
た
り

の
箇
所

に
名
前
が
見
ら
れ

る
。
ま
た

、
『交

詢

社
姓
名
録
』
に
は
十

三
年
か
ら
十
五
年
ま

で
、
「洋
学
者
」

「英
学
者
」
と
し
て
出

て

い
る
。
四
十

五
年
六
月
没
。
「
あ
き
た
代
議
士
物
語
」
十

一
・

十

二

(
『秋

田
魁
新
報

』
昭
和
六
十

二
年
十
月
十
七

・
十

八
日
)
。
○
発
信
年
を
欠
く

が
、
十
六
年

二
月
五
日

の
岩
谷
彦

三
郎
あ

て
書
簡

(『
書
簡

集
』
第

三
巻
書
簡
七
〇
一)
が
、
写
真

の
拝
呈

や

「新
聞
紙
」

で
多

忙
な
こ
と
、
生
徒
数

な
ど
に
関
し

て
、
殆
ど
同

じ
表

現
で
書

か
れ
て

い
る

こ
と

か
ら
、
十
六
年

と
推
定

し
た
。

284

二
五
主

岩

谷

彦

三

郎

〔断
簡
〕

明
治

二
十
年

二
月

二
十
日

去
年
十
月
の
頃
、
貴
翰
被
下
其
節
御
返
詞
可
致
之
処
、
内
外
多
事

(中
略
)
扱
老
生
に
揮
毫
之
御
注
文
に
候
得
共
、
御
説
の
通
り

の
悪
筆
、
其
実
は
幼
少
の
時
よ
り
父
を
喪
ひ
、
教
育
の
世
話
致
候
者
も
無
之
、
是
も
人
生
の
不
幸
致
方
無
之
。
就

て
は
老
生
の
書

と
申
す
は
著
書
の
草
稿
あ
り
。
真
実
の
反
故
な
れ
ど
も
、
い
よ
く

自
筆
に
相
違
無
之
、
為
念
捺
印
し
て
差
上
候
間
、
是
に
て
御

免
を
蒙
り
度
存
候
。
右
乍
延
引
御
返
事
申
上
度
、
末
筆
な
が
ら
御
老
人
様

へ
宜
敷
御
配
慮
奉
願
上
候
。
早
々
頓
首
。

 
 
 

二
十
年
二
月
廿
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

諭
 
吉

 
 
 
 
 

岩

谷

彦

三

郎

様

【依
頼
さ
れ
た
揮
毫
の
代
わ
り
に
、
著
書
の
草
稿
に
捺
印
し
て
贈
る
】

○
岩
谷
彦
三
郎
は
、
島
根
県
安
濃
郡
川
合
村
の
農
民
岩
谷
耕
十
郎
の
次
男
。
文
久
三

(
一
八
六
三
)
年

一
月
生
れ
。
明
治
十

一
年

一
月
に
叔
父
岩

谷
佐
吉
と
と
も
に
入
塾
。
『交
詢
社
姓
名
録
』
で
は
、
明
治
二
十
七
年
か
ら
三
十

一
年
に
は
郷
里
の
川
合
村
で
酒
造
業
、
三
十
二
年
に
は
東
京
市

麻
布
区
飯
倉
に
居
住
、
三
十
三
年
に
は
同
所
で
酒
造
業
、
三
十
四
年
に
は
高
輪
に
居
住
し
、
明
治
護
護
製
造
会
社
に
勤
務
。
『福
翁
訓
話
』
(三
田



商
業

研
究
会
編
 
実
業
之
世
界
社
 
明
治
四
十

二
年
刊
)

で
の
肩
書
き

は
東
京

堅
鉄
製
作
所
支
配
人
。

『書
簡
集
』
第
三
巻
書
簡
七
Q
[注
。
○
本
書

簡
は
、

『福
翁
訓
話
』

の
中

で
、
岩
谷
自
身

が

「筆

蹟
を
乞
ひ

た
る
に
草
稿

に
捺
印

し
て
贈
ら
れ
候
」
と

い
う
題

で
紹
介

し
た
も

の
。
そ
れ

に
よ

れ
ば
、
岩
谷
は
卒
業
以
来

郷
里
で
家
業

に
従
事
、
そ

の
間
、
福
沢
と

「
両
三
回
文

通
」

し

「
写
真
等
」
を
贈

ら
れ
て
い
る
。
揮
毫

は
、
祖

父
の
八

十
歳

に
際
し

て
依
頼
し
た
も

の
。
○
書
簡
七
2
注

で
は
、
同
書
簡
中

の

「
御
老
人
様
」
を

「彦
三
郎

の
父
耕
十
郎

か
」

と
推
測
し

て
い
る
が

、
本

書
簡
を
併
せ
考
え

れ
ば
、

「御
老
人
様
」
は
祖
父
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
○

『福
翁
訓
話
』
に
よ
る
。
句

読
点

は
補

っ
た
。

二
五
七
二

印

東

玄

得

明
治

二
十

一
年
十

一
月

二
十

三
日

福沢諭吉関係新資料紹介

昨
日
ハ
御
来
診
被
下
候
よ
し
難
有
奉
存
候
。
其
節
病
人
汐
申
上
候
通
り
之
容
体
二
而
、
尚
引
続
き
小
腹
少

ミ
張
る
が
如
く
痛
む
が

如
く
、
下
り
も
の
に
ハ
量
を
増
し
て
色
も
亦
濃
く
、
全
体
之
様
子
恰
も
月
華
に
似
た
り
と
云
ふ
。
右
之
次
第

二
而
今
朝

ハ
洗
薬
も

施
し
不
申
、
此
ま

・
差
置
不
苦
候
哉
。
御
差
図
奉
伺
候
。
右
要
用
而
已
申
上
度
。
早
ミ
頓
首
。

 
 
 

十

一
月
廿
三
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

諭
 
吉

 
 
 
 
 

印

東

様
 
几
下

【妻
き
ん
の
病
状
を
知
ら
せ
差
図
を
乞
う
】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[封
筒
表
]
印
東
玄
得
様
 
福
沢
諭
吉
 
病
用
 
[封
筒
裏
]
〆

○
印
東
玄
得
は
、
『書
簡
集
』
第
三
巻

「ひ
と
」
。
○
発
信
年
の
記
載
を
欠
く
が
、
福
沢
の
妻
き
ん

(錦
)
が
明
治
二
十

一
年
十

一
月
、
「
一
ヶ
月

斗
り
平
臥
」
「誠
二
困
り
居
候
処
、
両
三
日
前
δ
全
快
」
(『書
簡
集
』
第
六
巻
書
簡
一三四九
)
し
た
時
の
も
の
と
判
断
す
る
。
○
書
簡
一三三四
、
一三四二、

一三四八、
一三四九
は
関
連
書
簡
Q
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二
五
七
三

津

田

初塔

明
治
二
十
二
、
三
年

ヵ
五
月
五

日

286

昨
日
、
湯
浅
初
子
ど
の
貴
翰
を
携

へ
て
来
訪
の
由
、
生
憎
老
生
不
在
中
に
て
お
目
に
か

・
ら
ず
、
其
節
妻

へ
お
話
有
之
候
婦
人
矯

風
会

の
要
旨
拝
見
候
得
共
、
右
は
社
会
風
俗
改
良
の
主
義
に
て
固
よ
り
異
義
あ
る
べ
き
に
あ
ら
ず
、
実
は
老
生
夫
婦
宿
説
も
有
之

候
得
共
、
何
分
大
勢

の
子
孫
に
て
、
思
ひ
を
戸
外
に
及
ぼ
す
の
暇
無
之
、
殊
に
妻
な
ど
は
子
供
の
衣
服
飲
食
に
日
夜
殆
ん
ど
寸
暇

も
な
き
仕
合
、
何
分
に
も
貴
会
に
入
社
又
は
賛
成
な
ど
申
し
て
夫
れ
是
れ
心
身
を
用
ゆ
る
場
合
に
あ
ら
ず
。
残
念
な
が
ら
お
断
り

申
上
候
。
何
れ
次
第
に
子
供
も
成
長
致
し
残
年

の
閑
を
得
候
は
ゾ
、
其
節
の
事
に
致
度
存
居
候
。
右
は
御
返
詞
迄
。
草
々
。

 
 
 

五
月
五
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
諭
 
吉

 
 
 
 
 

津

田
 
様

【妻
錦
に
対
す
る
婦
人
矯
風
会
入
会
の
誘
い
を
断
る
】

○
名
宛
人
の
津
田
初
は
、
津
田
塾
大
学
創
立
者
津
田
梅
子
の
母
。
天
保
十
三

(
一
八
四
二
)
年
佐
倉
藩
士
津
田
栄
七
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
、
田

安
家
に
仕
え
た
。
文
久
元

(
一
八
六

一
)
年
同
藩
士
で
あ
る
小
島
善
右
衛
門
良
親
四
男
仙
と
結
婚
、
そ
の
次
女
が
津
田
梅
子
で
あ
る
。
明
治
八
年

受
洗
。
青
山
女
子
学
院
の
創
立
に
も
尽
力
し
た
。
明
治
四
十
二
年
没
。
○
こ
の
書
簡
は
、
『婦
人
新
報
』
二
八
八
号

(大
正
十
年
九
月
)
掲
載

「聖
山
生
」
の

「福
沢
諭
吉
先
生
と
矯
風
会
」
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
。
湯
浅
家
に
新
島
譲
の
書
簡
と
並
ん
で
額
装
さ
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
と

あ
る
。
○
発
信
年
は
婦
人
矯
風
会
が
結
成
さ
れ
た
明
治
十
九
年
以
後
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
こ
で
は

「聖
山
生
」

の

「多
分
二
十
二
三
年
頃
の
事
で
あ
ら
う
」
と
い
う
推
測
に
従
う
。
福
沢
家
の
末
子
は
明
治
十
六
年
生
ま
れ
の
四
男
大
四
郎
で
あ
る
か
ら
、
「子

供
の
衣
服
飲
食
に
日
夜
殆
ん
ど
寸
暇
も
な
き
仕
合
」
は
も
う
少
し
前
の
年
代
の
よ
う
に
も
思
う
が
、
単
に
口
実
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
○
湯
浅

初
子
は
安
政
七

(
一
八
六
〇
)
年
肥
後
国
水
俣
生
ま
れ
。
徳
富
蘇
峰

・
藍
花
兄
弟
の
姉
に
あ
た
る
。
横
井
小
楠
の
家
塾
や
熊
本
洋
学
校
で
学
び
、

上
京
後
明
治
十
六
年
叔
母
で
あ
る
矢
島
揖
子
の
も
と
で
女
子
学
院
の
運
営
を
手
伝
う
。
十
八
年
、
群
馬
県
安
中
の
実
業
家
で
県
会
議
員
で
も
あ
る

湯
浅
治
郎
と
結
婚
し
、
翌
年
上
京
し
た
。
上
京
後
日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
の
設
立
に
参
加
。
昭
和
十
年
没
。
○

「婦
人
矯
風
会
」
は
日
本



キ

リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
。
明
治
十
九
年
東
京

で
設
立
さ
れ
、
二
十
六
年

に
全
国
組
織
と
な

っ
た
。
禁
酒
禁
煙
運
動

や
廃
娼
運
動

、

一
夫

一
婦

制

の
請
願

な
ど
を
行

っ
た
。
○

「妻
」

は
福
沢
き

ん

(錦

)
。
○
津
田
お

よ
び
湯
浅

の
履
歴

に

つ
い
て
は

『
日
本
女
性

人
名
辞
典
』
普
及
版

(日
本

図
書

セ
ン
タ
i
、
平
成
十
年
)
を
参
照
し
た
。
0
本
文
は

『
婦
人
新
報

』
二
八
八
号
に
よ

っ
た
が
、
ふ
り
仮
名

は
は
ず
し
句
読
点
は
適
宜
補

っ
た
。

 

 

 

 
ふ
く
 
ざ
わ

二五
七
四
 
福

沢

園m

明
治
三
十
三
年
十
月
十
四

日

二
、三
日
前
御
手
紙
参
り
、
拝
見
し
て
よ
ろ
こ
び
申
候
。
私
も
先
日
少
ミ
不
快
之
処
、
唯
今

ハ
よ
く
相
成
候
。
御
安
心
可
被
下
候
。

目
出

度

か

し
く

。

三
十
三
年
十
月
十
四
日

祖
父
よ
り

お

園
 
さ
ん

福沢諭吉関係新資料紹介

【孫

か
ら
の
書
簡

に
礼
を
述

べ
る
】

○
福
沢

そ
の

(
園
)
は
、
次
男
捨
次
郎

の
長
女
。
明
治

二
十

五
年

三
月
十
六

日
の
生
ま
れ

で
、
こ
の
と
き

八
歳
。
○
福
沢
は
、
明
治
三
十

一
年
九

月
二
十
六
日
に
発
症
し
た
脳
溢

血
の
後
遺
症

か
ら
徐

々
に
回
復
し
、

「明
治
肘
弐
季

後
之
福
翁
」

の
落
款
を
用

い
て
揮
毫
を

し
た
り

園
遊
会

に
出

席
す

る
ま

で
に
な

っ
た
が
、
三
十

三
年

八
月

八
日
の
午
後

一
時
過
ぎ

に
、
突
如
人
事
不
省

に
陥

っ
た
。
幸

い
こ
の
と
き
は

一
時
間
ほ
ど
で
回
復
し

た
。
福

沢
園

の
手
紙

は
、

そ
の
こ
と
を
心
配

し
て
の
見
舞
状
と
思
わ

れ
る
。
○
今

日
ま

で
、
自
筆
が
残
存
す

る
福
沢
書
簡

で
も

っ
と
も
発

信
年
代

の
新

し

い
も

の
は
、
三
十
三
年
十

月
十

四
日
付

(『書
簡

集
』
第
九
巻
書
簡
二
三
ハ九
)

の
末
姉
服
部
鐘
宛

で
あ

っ
た
が
、
こ

の
書
簡
も

同
日
付

で
あ

る
。
ま

た
脳
溢
血
発
症
後

の
自
筆
書
簡
は
、
服
部
鐘
に
宛

て
た
二
通

の
み
で
あ

っ
た
が
三
通
と
な

っ
た
。
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二
五
七
五

加

藤

弘

之

ヵ

年
未
詳
十
月
二
十
九
日

288

益
御
清
穆
被
成
御
座
奉
拝
賀
。
扱

一
昨
日
ハ
随
意
談
会
御
出
席
被
成
下
、
殊

二
御
演
説
を
も
煩
は
し
、
社
中
之
面
目
不
過
之
難
有

奉
存
候
。
何
れ
世
話
人
共
左
も
挨
拶
可
申
上
候
得
共
、
不
取
敢
私
冶

一
応
之
御
礼
申
上
候
。
右
乍
略
義
呈
寸
楮
、
余

ハ
拝
眉
万
可

申
上
候
。
早
ミ
頓
首
。

 
 
 
十
月
廿
九
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
福
 
沢
 
諭
 
吉

 
 
 
 
 

加

藤

先

生
 
侍
史

【随
意
談
会
へ
の
出
席
と
演
説
に
つ
き
謝
辞
を
述
べ
る
】

○

「加
藤
先
生
」
は
未
詳
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
、
明
治
十
二
年
創
設
の
東
京
学
士
会
院
設
立
に
関
わ
る
中
村
正
直
宛
福
沢
書
簡

(『書
簡
集
』

第
二
巻
書
簡
一一一〇
一)
に
そ
の
名
が
見
え
る
加
藤
弘
之
か
。
○

「随
意
談
会
」
は
明
治
十
年
前
後
の
慶
應
義
塾
主
催
の
行
事
か
。
明
治
十

一
年
十
月

二
十
九
日
、
湯
島
の
昌
平
館
で
随
意
談
会
が
開
か
れ
、
福
沢
の
演
説
が
あ
っ
た
事
例
が
あ
る

(松
崎
欣

一
「三
田
演
説
会
と
慶
應
義
塾
系
演
説
会
』

五
七
九
頁
)。
ほ
か
に
交
詢
社
で
は
、
明
治
十
三
年
十
月
十

]
日
の
常
議
員
会
で
毎
月
三
日
と
十
八
日
に

「随
意
談
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
て
い
る

(『交
詢
社
百
年
史
』
三

四
頁
)。


